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序
　本論文は、フランスの振付家ジェローム・ベル（Jérôme Bel）の《The Show Must Go On》
を分析するものである。《The Show Must Go On》は、1994年のデビュー作《作者によって与え












































































　従って、《The Show Must Go On》は劇場の制度や美学的慣習を問題化する態度を90年代の作
品群から引き継ぎつつも、イヴァヌ・シャプイ（Yvane Chapuis）がベルとの対話で指摘したよ











　本論で分析対象とする《The Show Must Go On》の上演では男性パフォーマー 10人、女性パ


































































































《The Show Must Go On》はそれぞれの曲が本来持っているコードを外し、字義通りに歌詞を遂
行することによって諧謔的なイメージを伴う別種のコードを作り出す。こうしたベルの戦略は
《The Show Must Go On》よりも以前に見られたものである。ベルは1997年の作品《シャートロ
ジー（T シャツ学）》について次のように語ったことがある。
物事を破壊するというよりはむしろよりうまく切り抜け、侵食すること。それはロラン・バ














る最大のルール変更がもたらされる。それまでは常に DJ が手元にある CD を再生していたが、
この場面では1人のパフォーマーが CD を DJ に手渡す。それを DJ がかけると『やさしく歌って』
が流れ始める。パフォーマー達はその「彼の歌を聴いて静かに殺される（killing me softly with 
his song）という歌詞に合わせ、静かに膝を突き、それから死んだように横たわる。しかし、最
後の曲『ショウ・マスト・ゴー・オン』がかかると、生き返ったように立ち上がる。その歌詞が












































　だが、《The Show Must Go On》はこの視線の関係を作為的に変更しようとする。それまでの
シーンとは異なり、11曲目『イエロー・サブマリン』から14曲目『サウンド・オブ・サイレンス』
のシーンではパフォーマーは舞台上から姿を消す。つまりスペクタクルとしてのダンスにおいて










































　ベルは「舞台と客席の間に全く差異がない状態。私が《The Show Must Go On》で作ろうと



























































しかし、《The Show Must Go On》におけるパフォーマーの身体はこのような尺度で評価される
身体ではない。
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は、観客は自分と年齢や性別、外観などが類似した存在に著しく注意を向けると言うことである。
















































　以上、本論において、ジェローム・ベル《The Show Must Go On》がいかに「観客の主体性」
を喚起する作品であったかをポピュラー音楽による構成、劇場における視線の構造、舞台と客席
の身体性の同調という3つの観点から考察してきた。
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（15） この言葉はベルが好んで引用するものである。グザヴィエ・ル・ロワとの対話においても、このバルトの





De la poésie dramatique というタイトルで1758年に出版された。）
（17） これは『見つめていたい』の歌詞 “Every breath you take, Every move you make, Every bond you break, 























することになる。」（佐々木 2008：236-244）その生成規則を観客に受容しやすい形で提示する《The Show 
Must Go On》においては、こうしたプロセスが生じていると考えられる。
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